
大なり小なりそれ
ぞれの思い出を乗せて船
は走る。

最終便にはたくさんの人が乗り込んだ。

大浦港でのお別れ式

大浦港でも最後のお別れにたくさんの人々が詰めかけた。
▼ みんな見えなくなるまで手を振っていた。（大浦港）

長年の思い出がよみがえるのか目頭を押さえる人も。

久津港でのお別れ式

▲ 花束を受ける奥藤船長。渡してい
るのは磯野七重ちゃん（久津）。

▲ 謝辞を述べる中野宏昭
さん（南方）

もう客を乗せて走ることはない江の島
丸を見つめる乗組員の表情は寂しげ。
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